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編集者のつぶやき
▼９月に入り大型の台風が続き、日本
各地に甚大な被害を与えました。自然
の脅威を改めて感じさせられます。
▼表紙は、マキノ東小学校の自然教室
のようす。５・６年生が２日間にわた
り、カヌーで湖上往復約30kmを漕波
しました。長い道のりを経てゴールし
た子どもたちは、達成感でいっぱいの
顔に。自然や地域に触れ、友だちと協
力することの大切さを学ばれました。

（広報担当S）

▲信長の大船（想像図）

　

元
亀
４
年
（
１
５
７
３
）
５
月
22
日
、

織
田
信
長
は
、
将
軍
足
利
義
昭
が
戦
備

を
整
え
て
い
る
と
の
情
報
を
得
た
た
め
、

彦
根
の
佐
和
山
城
下
の
松
原
に
お
い
て
、

急き
ゅ
う
き
ょ

遽
、
巨
大
な
船
の
建
造
に
取
り
か
か
り

ま
す
。

　
『
信し

ん
ち
ょ
う
こ
う
き

長
公
記
』
に
よ
る
と
、
信
長
は
大

船
の
建
造
に
あ
た
り
、
の
ち
に
安
土
城
天

主
建
設
の
大だ

い
く
が
し
ら

工
頭
を
務
め
る
岡お

か
べ
ま
た
え
も
ん

部
又
右
衛
門

を
棟と

う
り
ょ
う梁に

任
命
し
ま
す
。

　

船
は
「
長
さ
30
間
（
約
60
ｍ
）、
幅
７
間

（
約
14
ｍ
）
と
し
、
艪ろ

を
１
０
０
挺て

い

備
え
さ

せ
、
艫と

も

（
船
尾
）
と
舳へ

さ
き（

船
首
）
に
櫓や

ぐ
ら（

展

望
が
き
く
背
の
高
い
建
物
）
を
つ
く
り
、
堅

固
な
つ
く
り
」
に
す
る
よ
う
又ま

た
え
も
ん

右
衛
門
に
命

じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
自
ら
も
昼
夜
を
問
わ

ず
、
現
場
を
監
督
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

船
は
同
年
７
月
５
日
に
完
成
し
、
そ
の
大
き

さ
は
多
く
の
人
々
を
驚
か
せ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
大
船
は
、
現
在
、
琵
琶
湖

に
浮
か
ぶ
船
の
中
で
、
最
も
大
き
い
「
ビ
ア

ン
カ
」
が
全
長
約
66
ｍ
・
幅
約
12
ｍ
な
の
で
、

ほ
ぼ
こ
れ
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
す
。

　

７
月
26
日
、
信
長
は
こ
の
大
船
に
乗
っ
て

高
島
郡
に
出
陣
し
ま
す
。

　

現
在
、
高
島
市
内
に
残
る
田
屋
城
、
清
水

山
城
、
田
中
城
の
中
心
地
か
ら
は
、
琵
琶
湖

を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時
も
大

船
で
信
長
が
攻
め
て
く
る
様
子
が
、
こ
れ
ら

の
城
か
ら
も
う
か
が
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
信
長
公
記
』
に
は
、
高
島
郡
の
攻
撃
の

様
子
に
つ
い
て
「
陸
か
ら
木
戸
・
田
中
両
城

を
攻
め
、
琵
琶
湖
か
ら
も
大
船
を
つ
け
、
信

長
直
属
の
馬う

ま
ま
わ
り廻（

騎
馬
の
武
士
）
に
よ
っ
て

攻
め
た
た
め
、
城
主
は
降
参
し
、
城
を
退
い

た
。
信
長
は
木
戸
・
田
中
両
城
を
明
智
光
秀

に
与
え
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
信
長
は
、
高
島
郡
内
の
浅
井
久

政
・
長
政
の
知ち

ぎ
ょ
う
し
ょ

行
所
（
領
地
）
に
馬
を
す
す

め
た
の
ち
、林
与よ

じ
ざ
え
も
ん

次
左
衛
門（
員か

ず
き
よ清
）の
所（
打

下
）
に
陣
を
お
き
、
高
島
郡
内
に
兵
を
放
っ

て
放
火
さ
せ
、
高
島
郡
を
攻
略
し
ま
し
た
。

　

文
献
上
に
見
ら
れ
る
大
船
の
利
用
は
二
度

限
り
で
、
天
正
４
年
（
１
５
７
６
）
に
、
信

長
は
「
大
船
入
ら
ず
（
＝
不
要
）」
と
し
、

早
舟
10
艘そ

う

に
造
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
、義
昭
が
没
落
し
た
こ
と
や
、

近
江
の
支
配
が
安
定
し
、
こ
の
年
に
安
土
城

の
築
城
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
船

を
軍
事
的
に
、
そ
し
て
威い

あ
つ圧

的
に
利
用
す
る

必
要
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
移

動
が
目
的
の
早
舟
に
造
り
替
え
ら
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

信
長
に
と
っ
て
高
島
郡
の
攻
略
は
、
近
江

平
定
へ
の
大
き
な
足
が
か
り
と
な
り
ま
し

た
。
約
半
月
後
に
小
谷
か
ら
敗
走
す
る
朝
倉

氏
を
、
さ
ら
に
半
月
後
に
は
浅
井
氏
を
小
谷

城
に
攻
め
滅
ぼ
し
ま
す
。
高
島
の
佐
々
木
一

族
は
、
織
田
信
長
と
の
攻
防
の
中
で
、
い
か

に
行
動
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

10
月
29
日
（
土
）
午
後
１
時
か
ら
開
催
す

る
フ
ォ
ー
ラ
ム
『
高
島
の
佐
々
木
七
氏
と
清

水
山
城
』
で
は
、
浅
井
・
朝
倉
氏
と
の
関
わ

り
を
交
え
つ
つ
、
佐
々
木
一
族
の
活
躍
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。（
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
は
、
広
報
９

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）
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織
田
信
長
、

　

大
船
で
高
島
を
攻
め
る


